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卒業おめでとう！　芳野幼稚園の卒園児「りす組」のみなさん



２

珂
町
・
瓜
連
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
１
月　

日
に
合
併
し
、
新
生

２１

「
那
珂
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
は
、
初

代
那
珂
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
ま
ず
私
が
心
が
け

る
こ
と
は
、
旧
二
町
の
融
和
で
あ
り
、
一

体
感
の
醸
成
で
す
。
そ
の
上
で
、
新
市
建

設
計
画
の
将
来
像
に
掲
げ
た
「
自
然
・
地

域
・
ひ
と
・
先
端
科
学
が
融
和
し
た
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
取

り
組
み
、
さ
ら
に
は
県
北
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
の
新
し
い
那
珂
市
の
創
造
に
努

力
し
、
市
民
の
期
待
に
お
応
え
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　

最
近
の
我
が
国
の
経
済
動
向
を
見
ま
す

と
、
景
気
の
回
復
は
緩
や
か
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
の
経
営
や
雇
用

情
勢
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
社
会
の
到

来
や
環
境
と
の
共
生
、
情
報
化
の
進
展
、

変
貌
す
る
産
業
構
造
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
急
激
な
変
化
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た
な
時
代
に
対
応

で
き
る
自
治
体
の
行
財
政
基
盤
の
構
築
が

求
め
ら
れ
、
我
が
国
の
再
生
に
向
け
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

財
政
状
況
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ

る
影
響
や
国
が
進
め
る
地
方
分
権
推
進
の

た
め
の
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
く
不
安
定
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
地
方
の
固
有
の
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
、
国
と
地
方
の
協
議
に
よ
り
平
成

　

、　

年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

１７

１８

１６

並
の
総
額
が
ど
う
に
か
確
保
さ
れ
た
も
の

の
、
平
成　

年
度
以
降
、
地
方
交
付
税
の

１９

見
直
し
が
再
び
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
合
併
特
例
債
の
地
方
交
付
税
算

定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
が
保
障
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
引
き
続
き
財
政
運
営

に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。
新
市
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
合
併

市
町
村
補
助
金
や
合
併
特
例
交
付
金
と
併

せ
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
も
そ
の
有
効
な

活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
毎
年
度
の

歳
出
に
占
め
る
公
債
費
の
増
加
を
招
か
な

い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成　

年
度
の
本
市
の
当
初
予

１７

算
は
、
合
併
後
初
め
て
編
成
す
る
通
常
予

算
で
す
が
、
市
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の

伸
び
が
見
込
め
な
い
一
方
で
、
扶
助
費
等

の
義
務
的
経
費
が
増
大
し
、
依
然
と
し
て

大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
下
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
経
費
の
削
減
を
図
り
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
、
新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
財
政
支
援

措
置
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ

ま
が
真
に
求
め
て
い
る
事
業
を
厳
選
し
、

予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
当
初
か
ら
市
制
執
行

１７

に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
が
、
両
町
の
諸
先
輩
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
英
知
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
ま

平成１７年度

市長施政方針
と

予算の概要

　３月７日から平成１７年第１回那珂市議会定例会が開
催されました。定例会の冒頭で小宅那珂市長が述べた
「平成１７年度施政方針」の中から、市民のみなさんの生
活に密着した部分を要約しておしらせします。
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那珂市長　小宅　近昭那珂市長　小宅　近昭
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ち
づ
く
り
の
成
果
を
尊
重
し
な
が
ら
、
暮

ら
し
の
質
の
向
上
と
将
来
が
安
心
で
き
る

地
域
社
会
を
目
指
し
た
市
政
運
営
に
当
た

り
、
私
の
政
治
理
念
で
も
あ
り
ま
す
「
人

に
や
さ
し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
専
心
努
力
す
る

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
合

併
前
よ
り
、
町
政
は
町
民
の
た
め
に
あ

り
、
町
民
に
忠
実
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
行
政
課

題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
政
運
営

に
当
た
り
ま
し
て
も
、
市
民
第
一
を
基
本

と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待
と
希
望

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
重
点
的
に

取
り
組
む
主
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」に
掲
げ
る
施
策

体
系
に
即
し
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
対
策
の
推
進

○
消
防
防
災
組
織
体
制
の
確
立
と
充
実
強

化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

○
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新
し
、
消
防
機
械

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
や

消
防
力
の
基
準
、
団
員
の
勤
務
形
態
等

を
調
査
検
討
し
、
消
防
団
の
組
織
再
編

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
犯
対
策
の
推
進

○
那
珂
警
察
署
と
の
連
携
に
よ
り
監
視
の

目
を
光
ら
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
防

犯
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

○
市
民
に
よ
る
防
犯
抑
止
活
動
と
し
て
、

市
民
自
ら
の
自
主
防
犯
体
制
づ
く
り
の

支
援
、
推
進
及
び
防
犯
対
策
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
自
然
環
境
の
保
全
・
循
環
型
社
会
へ
の

転
換
・
地
球
環
境
の
保
全

○
旧
那
珂
町
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

旧
那
珂
町
環
境
基
本
計
画
に
修
正
を
加

え
な
が
ら
、
環
境
行
政
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
旧
那
珂
町
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

に
基
づ
く
本
庁
・
瓜
連
支
所
及
び
市
内

の
公
共
施
設
等
の
排
出
温
暖
化
ガ
ス
の

削
減
を
推
進
し
ま
す
。

○
環
境
教
育
や
意
識
啓
発
、
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

○
雑
誌
及
び
カ
ン
等
の
資
源
物
回
収
の
補

助
や
資
源
物
分
別
収
集
の
徹
底
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
の
減
量
化
、

資
源
化
の
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
・

機
器
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
市
民
参
加
型
の
監
視
体
制
の
充
実
及
び

廃
棄
物
除
去
事
業
に
よ
る
環
境
保
全
の

意
識
高
揚
と
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

○
白
鳥
な
ど
の
水
鳥
が
飛
来
す
る
一
の
関

た
め
池
や
古
徳
沼
な
ど
豊
か
な
自
然
の

維
持
保
全
及
び
動
植
物
の
保
護
を
行
い

ま
す
。

◆
交
通
環
境
の
充
実

○
生
活
道
路
と
し
て
の
重
要
性
や
安
全

性
、
地
域
か
ら
の
要
望
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
市
道
の
新
設
、
改
良
、
維
持

補
修
等
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
都
市
計
画
道
路
上
菅
谷
停
車
場
線
、
原

前
杉
原
線
、
菅
谷
市
毛
線
、
瓜
連
駅
南

停
車
場
線
及
び
西
室
家
・
中
道
線
を
引

き
続
き
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

○
警
察
署
・
交
通
関
係
団
体
・
地
域
住
民

と
の
連
携
を
図
り
、
各
種
交
通
安
全
運

動
及
び
交
通
安
全
教
育
の
実
施
な
ど
、

交
通
安
全
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

○
合
併
に
伴
い
福
祉
バ
ス
運
行
路
線
の

見
直
し
及
び
新
設
を
し
、
路
線
の
充
実

と
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。

◆
土
地
利
用
の
適
正
化
・
市
街
地
の
形
成
・

居
住
環
境
の
充
実

○
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

実
施
し
た
戸
立
石
地
区
及
び
下
江
戸
上

台
地
区
の
成
果
の
閲
覧
や
認
証
の
作
業

を
行
う
ほ
か
、
立
石
地
区
の
残
事
業
の

道
水
路
・
一
筆
地
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場
、
上
菅
谷
停

車
場
線
の
早
期
供
用
開
始
に
向
け
、
引

き
続
き
建
物
移
転
補
償
交
渉
、
区
画
道

路
改
良
工
事
等
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
区
街
づ
く
り
計
画

の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
杉
原
東
地
区
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
１
期
事
業
の
完
了
に

向
け
、
引
き
続
き
用
地
取
得
、
道
路
改

良
工
事
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
杉
原
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区
街
づ

く
り
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
下
菅
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画

の
都
市
計
画
決
定
を
受
け
て
、
道
路
、

下
水
道
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
全
か
つ
安

定
し
た
給
水
の
確
保
の
た
め
、
電
源
立

地
促
進
対
策
交
付
金
に
よ
り
石
綿
管
の

更
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
幹
線
配
水

管
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
現

有
施
設
の
効
率
的
な
運
用
と
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
、
事
業
運
営
の
効
率
化

を
図
り
ま
す
。

○
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
那
珂
聖
苑
周
辺

の
堤
地
区
・
横
堀
地
区
及
び
瓜
連
駅
周

辺
、
中
里
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
杉
原
地
区
（
ま
ち

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
）に
お
い
て
は
、

道
路
改
良
工
事
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
汚
水
管
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
下
菅
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、
全

体
設
計
を
進
め
、
静
駅
周
辺
の
瓜
連
第

２
処
理
区
の　
　

に
つ
い
て
は
、
事
業

３０
ha

認
可
変
更
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
供
用
開
始
地
区
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
水
洗
化
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水

整
備
事
業
の
認
可
区
域
外
に
お
い
て
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
者
に
対
し
、
引
き
続
き
補
助

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
情
報
化
の
推
進

○
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

情
報
通
信
基
盤
の
一
層
の
活
用
を
図
り

ま
す
。

○
申
請
・
届
出
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
新
市
の
ホ
ー
ム

市長施政方針
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４

ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
化
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
充
実

○
福
祉
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
援
助
業

務
の
充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

家
庭
児
童
相
談
員
を
通
し
て
、
家
庭
に

お
け
る
適
正
な
児
童
の
養
育
や
相
談
指

導
を
行
い
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

○
母
子
家
庭
に
対
し
、
母
子
相
談
員
に
よ

る
相
談
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
母
子
自
立
支
援
施
設
へ

の
措
置
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４

月
１
日
に
那
珂
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

瓜
連
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
合
併
す
る

こ
と
を
契
機
に
、
福
祉
活
動
の
総
合
的

な
拠
点
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
と
の
連
携
強

化
を
図
り
、
福
祉
に
対
す
る
市
民
の
理

解
、
意
識
の
啓
発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

○
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
及
び
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢

者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
地
域
福
祉
の
強
化
を
図
り
、

介
護
予
防
を
含
め
た
地
域
保
健
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
者
及
び
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
と
も
年
々
増
加
し
て
い
る

た
め
、
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
内
容
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、

在
宅
で
の
生
活
を
支
援
し
、
円
滑
な
事

業
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

○
従
来
の
施
策
に
加
え
、
新
た
に
４
月
か

ら
知
的
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
設
置

し
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
相
互
利

用
事
業
、
難
病
患
者
等
支
援
事
業
を
開

始
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
障
害
者
の
自

立
援
助
と
在
宅
に
お
け
る
生
活
支
援
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

○「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
」に

基
づ
き
、
市
民
と
企
業
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
り
、
育
児
講
座
や
一
時
保
育
、
保
育

マ
マ
、
遊
び
の
広
場
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

保
育
な
ど
を
実
施
し
て
、
親
の
育
児
不

安
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
新
た
に
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
設

け
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
事
業
を

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

に
切
り
替
え
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
小
学
校
の
低
学
年
児
童
の
健
全
育
成
と

放
課
後
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
学
童
保
育
事
業
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

○
心
豊
か
な
親
子
関
係
を
築
く
た
め
４
か

月
乳
児
親
子
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

○
健
康
増
進
法
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重
点
を
お
い

て
、
主
体
的
に
健
康
増
進
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
住
民
の
健
康
管
理
状
態
や
健
康
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
健
康
増
進
計
画
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

○
健
康
診
査
を
通
し
て
、
自
分
の
身
体
の

健
康
度
を
認
識
し
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
な
が
る
生
活
パ
タ
ー
ン
が
確
立

で
き
る
よ
う
に
、
健
康
相
談
や
健
康
学

習
、
訪
問
指
導
な
ど
の
質
的
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
に
対
応
し

こ
こ
ろ
の
安
定
を
図
る
た
め
、
精
神
保

健
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
健
康
増
進
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
家

庭
・
職
場
・
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る

受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て
、
市
民
へ

の
意
識
啓
発
と
禁
煙
化
対
策
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

○
乳
幼
児
検
診
や
育
児
相
談
、
乳
幼
児
の

訪
問
指
導
、
予
防
接
種
な
ど
を
通
し

て
、
乳
幼
児
が
健
康
に
成
長
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
親
に
対
し
て
、

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
国
際
化
に
対
応
し
た
地
域
環
境
の
形
成

○
英
語
版
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

や
案
内
板
の
設
置
、
広
報
活
動
の
機
会

を
増
や
す
な
ど
、
外
国
人
に
も
暮
ら
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
展
開
さ
せ
、
国

際
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

○
「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
や
「
豊
か
な

心
」
の
育
成
を
す
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導
を
行
い
、
Ｔ
Ｔ
非
常
勤
講

師
や
障
害
児
学
習
指
導
員
、
学
校
図
書

館
司
書
な
ど
の
人
的
な
配
置
を
し
、
そ

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
国
際
化
に
対
応
し
た
国
際
理
解
教
育
の

推
進
の
た
め
、
小
学
校
に
英
語
活
動
指

導
員
を
配
置
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
対
応
の
た
め
、
市
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
る
な
ど
、
心
豊

か
な
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
幼
児
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
預
か
り
保
育
を
実
施
し
、
各

園
と
も
特
色
あ
る
幼
稚
園
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
乳
幼
児
の
一
貫
し
た
保
育
と
教
育
を
効

果
的
に
行
う
た
め
、
引
き
続
き
幼
稚
園

と
保
育
所
の
機
能
を
融
合
さ
せ
た
新
た

な
施
設
整
備
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

○
合
併
に
よ
る
組
織
の
再
編
成
に
よ
り
、

生
涯
学
習
課
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

を
設
置
し
、
引
き
続
き
生
涯
学
習
活
動

支
援
の
ほ
か
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
二
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
は
、
本
年

１
月
に
建
物
が
完
成
し
、
４
月
に
供
用
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広報なか４月号５

開
始
と
な
り
ま
す
。

○
図
書
館
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
１
月
の
完
成
を
目
途
に
昨
年　

１８

１２

月
に
着
工
と
な
り
、
平
成　

年　

月
の

１８

１０

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
順
調
に
進
捗
し
て

い
ま
す
。

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

○
青
少
年
相
談
員
を
中
心
と
し
て
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
連
携
し
、
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
歴
史
資
源
と
伝
統
文
化
の
継
承
と
活
用

○
歴
史
民
俗
資
料
館
を
拠
点
に
、
各
種
事

業
を
展
開
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
教
室
な
ど
を
開
設
し
て
、
伝
統
文
化

の
保
存
と
継
承
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
国
際
交
流
・
都
市
間
交
流
の
推
進

○
市
の
国
際
交
流
協
会
が
主
体
と
な
っ

て
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
中

学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
換
交
流
、
国

際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
市
民
の

自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
支

援
、
市
内
在
住
の
外
国
人
と
の
交
流
な

ど
国
際
交
流
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

◆
農
業
の
振
興

○
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

営
事
業
を
門
部
圷
下
河
原
地
区
、
酒
出

地
区
、
下
圷
地
区
、
木
崎
地
区
及
び

有
ヶ
池
地
区
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
事
業
を
門
部
地
区
、
酒
出
地

区
、
下
江
戸
地
区
及
び
芳
野
地
区
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

○
米
の
生
産
調
整
は
、　

年
産
米
か
ら
平

１６

成　

年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
新
た
な

２２
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
稲
作

農
家
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
関
係
機
関

一
体
と
な
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
供
用
開
始
し
て
い
る
戸
崎
地
区
と

西
木
倉
地
区
、
門
部
地
区
、
神
崎
額
田

地
区
、
戸
多
北
部
地
区
の
５
地
区
に
加

え
、
新
た
に
鴻
巣
地
区
を
実
施
し
、
農

業
用
水
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
商
・
工
業
の
振
興　

○
自
治
金
融
な
ど
に
よ
る
経
営
助
成
や
商

工
業
者
の
母
体
で
あ
る
商
工
会
と
の
連

携
を
深
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

○
「
八
重
桜
ま
つ
り
」
と
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
２
事
業
を
中
心
に
開

催
し
ま
す
。「
さ
く
ら
」「
ひ
ま
わ
り
」を

テ
ー
マ
に
、
新
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
市
民
の
融
和
、
伝
統
文
化
と
行
政
へ

の
理
解
・
関
心
を
深
め
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

○
各
地
区
に
伝
わ
る
郷
土
色
豊
か
な
ま
つ

り
を
支
援
し
て
、
地
域
住
民
の
親
睦
と

交
流
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
広
め
て

い
き
ま
す
。

◆
市
民
と
の
協
働
の
推
進

○
友
好
都
市
秋
田
県
横
手
市
と
市
民
同
士

の
交
流
を
各
分
野
に
拡
大
し
、
地
場
産

業
の
振
興
・
活
性
化
を
図
り
、
友
好
を

深
め
る
べ
く
、
交
流
を
希
望
す
る
市
民

が
相
互
の
意
思
疎
通
を
滞
り
な
く
的
確

に
行
え
る
よ
う
、
情
報
収
集
、
連
絡
調

整
の
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

○
那
珂
市
誕
生
に
当
た
り
、
旧
那
珂
町
・

旧
瓜
連
町
の
歴
史
や
文
化
、
行
政
施
策

等
を
紹
介
し
、
知
識
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
市
勢
要
覧
を
作
成
し
ま
す
。

○
合
併
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
急
激

な
変
化
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
本

庁
の
各
課
と
連
携
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

○
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
市
民
意
識

の
高
揚
に
努
め
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
虹
や
女
性
の
市
政
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
積
極
的
な
参
画
を
促
進
す
る

た
め
に
女
性
議
会
の
開
催
な
ど
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営

○
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
今
後
の
行
政
改
革

の
指
針
」
を
受
け
「
那
珂
市
行
政
改
革

大
綱
・
同
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
よ

り
一
層
効
率
的
・
弾
力
的
に
行
政
運
営

を
行
う
た
め
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

○
情
報
化
通
信
技
術
の
活
用
や
専
門
職
員

の
配
置
等
に
よ
り
、
行
政
の
一
層
の
効

率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

○
平
成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
行
政

１５

評
価
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
、

全
職
員
に
対
し
て
行
政
評
価
の
研
修
を

行
い
、
行
政
実
務
の
意
識
改
革
を
図

り
、
成
果
を
重
視
し
た
行
政
運
営
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
財
政
の
健
全
化

○
累
積
す
る
滞
納
額
の
減
少
を
図
る
た

め
、
的
確
に
滞
納
者
の
状
況
を
把
握
し

て
効
果
的
・
効
率
的
な
催
告
を
行
い
、

実
効
あ
る
滞
納
整
理
業
務
に
、
な
お
一

層
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　　

以
上
、
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本

的
な
考
え
方
、
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。
新
市
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
も
の
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
ま
ち
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
み
な
さ

ま
と
互
い
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
協
働

に
よ
っ
て
、
市
民
主
体
の
ま
ち
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
き
上
げ
、

「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
い
わ
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
那
珂

市
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
精
魂
を
傾
注
し
て
市
政
進

展
に
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成　

年
３
月
７
日

１７
那
珂
市
長　
　

小　

宅　

近　

昭
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市長施政方針



６

６４，８３６円社会福祉や児童福祉に民 生 費

５８，４３４円小中学校や幼稚園、社会教育教 育 費

４７，７６８円道路や公園、市営住宅などに土 木 費

３７，５５５円市債の返済に公 債 費

３５，８９７円全般的な管理事務などに総 務 費

２２，４９４円保健衛生やごみ処理などに衛 生 費

１７，７４３円消防・救急活動などに消 防 費

１６，５５４円農業や林業の発展などに農林水産業費

３０９，６６９円議会費、商工費等を含む合 計

��������	

����歳入の根幹をなすもので、前年度の決算見込額、
地方財政計画の税収見込額等を基に見込みました。
�������市税と同じ一般財源で地方財政計画等を基
に３５億３，６９０万円を見込みました。
����道路改良舗装事業を始め菅谷市毛線・上菅谷停車
場線・瓜連駅南停車場線などの各街路整備事業及び下菅谷
地区まちづくり事業・消防施設整備事業などに合併特例債
３億３０万円、図書館等建設事業に５億３，９２０万円、減税補て
ん債に４，８６０万円、地方交付税の財源不足分を補う臨時財
政対策債に６億６，７５０万円などが主な市債の内容です。
�����財政調整基金から１億９，９１１万円、減債基金から
２億円、ふるさとづくり基金から５，６８７万円、地域振興基金
から４，３６２万円、学校施設整備基金から２，５２０万円、生涯学
習基金から２，４９６万円等を繰り入れました。
��������	
��ゴルフ場が所在する市町村に交
付されます。合併に伴い新設されました。

�����市制施行に伴い福祉事務所を設置したため、生活
保護扶助費３億２，８１２万円、　児童扶養手当支給事業費１億
３，９１８万円、特別障害者手当支給事業費１，４０６万円、母子生
活支援措置費や家庭児童相談事業・母子自立支援事業など
が新たに市の事業となりました。その他、知的デイサービ
ス事業３，５４３万円、保育園改築事業費補助１，０００万円、新規
の瓜連学童・戸多学童を含む学童保育事業に６，１３９万円を計
上し、国民健康保険、老人保健、介護保険の各特別会計へ
の繰出金を計上しました。
�����新たに図書館費を新設し図書館等建設事業に１４
億８，６５５万円ほか、小・中学校の教育用コンピューター整備
事業に４，０４３万円と２，１４２万円、瓜連中学校整備事業に３１５
万円、小学校英語活動指導員設置事業に２１０万円、教育支援
センター設置事業に１，５２７万円、幼保一元化推進事業に６６
万円を計上しました。
�����道路改良舗装事業に３億５，３８２万円、まちづくり
事業（杉原・下菅谷・上菅谷駅前・瓜連駅前の４地区）に
１億９，６２７万円を、菅谷市毛線・上菅谷停車場線・原前杉
原線・瓜連駅南停車場線にそれぞれ１億１，２６７万円・１億
７，０１９万円・１億１，７３２万円・１億１２９万円を計上し、下水
道特別会計繰出金に８億３４３万円を計上しました。
�����市債の償還費です。前年度の減税補てん債の借
換分８億３，８１０万円が無くなったため大幅に減少しました。
�����新たに支所費、茨城県知事選挙費、国勢調査費
のほか、市勢要覧等作成事業を計上しました。
�����旧両町からの負担金で運営していた那珂聖苑の
運営費を新たに計上しました。
�����防災無線統一事業４，９５７万円、地域防災計画策定
事業４７３万円のほか、消防本部の警防・救急救助活動費、
車両等の管理費、消防庁舎の管理費などを新たに計上しま
した。
��������農道整備、かんがい排水整備、溜池整備
等のほか、農業集落排水整備事業特別会計への繰出金を計
上しました。
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������

��������	
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■予算額を、平成１７年１月３１日現在の人口５６，７３８人で割って算出

歳　入 
175億7,000万円 

市税 
［比率35.4％］ 

地方交付税 
［比率20.1％］ 

市債 
［比率10.5％］ 

県支出金 
［比率8.8％］ 

国庫支出金 
［比率7.8％］ 

繰入金 
［比率3.2％］ 

ゴルフ場利用税交付金 
［比率0.0％］ 

その他 
［比率14.2％］ 

��

���������	

歳　出 
175億7,000万円 

［目的別］ 

民生費 
［比率20.9％］ 

教育費 
［比率18.8％］ 

土木費 
［比率15.5％］ 

公債費 
［比率12.1％］ 

総務費 
［比率11.7％］ 

衛生費 
［比率7.2％］ 

消防費 
［比率5.7％］ 

農林水産業費 
［比率5.3％］ 

その他 
［比率2.8％］ 

予算の概要



広報なか４月号７
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　平成１７年度の予算は、「三位一体の改革」の推進により国庫補
助負担金の一般財源化や地方交付税が削減される一方、地方自
治体の歳入の根幹をなす市税についても伸びが見込めないなど
大幅な財源不足が見込まれる中、那珂市誕生後初めて編成する
通常予算として、事務事業の見直しや経費の削減を図るとも
に、合併特例法に基づく財政支援措置等を活用しながら新市建
設計画を計画的に推進し、一体性の確立と均衡あるまちづくり
のための予算配分になっています。
　なお今回の予算は合併して初めての予算のため、単純に前年
度予算との比較はできません。また、合併により今まで旧両町
から負担金として支出し、独立した会計処理をしていた那珂瓜
連地区事務組合の消防活動費や那珂聖苑の運営費、市制施行に
伴う福祉事務所の設置による福祉関係の各種手当支給事業や相
談・支援事業を新たに市の予算に計上しました。

��������	
 ■会計別予算

１７，５７０，０００一　般　会　計
１４，２０４，９００特　別　会　計
４，５０４，０００国民健康保険（事業勘定）

特
別
会
計
内
訳

４，４５５，０００老 人 保 健
２，２９２，０００下 水 道 事 業
１１，４００公 園 墓 地 事 業
３９８，０００農業集落排水整備事業

２，１６７，０００介護保険（保険事業勘定）
４４，５００介 護 サ ー ビ ス 事 業
３３３，０００上菅谷駅前地区土地区画整理事業

３１，７７４，９００合　　　　　計

単位：千円

■水道事業会計

１，１７１，３３５収　入
収益的収支

１，１６１，２５２支　出
１０５，８５３収　入

資本的収支
６７８，３６６支　出

単位：千円

■歳　出（目的別）

１．８％３１２，５９１議 会 費
１１．７％２，０３６，７３４総 務 費
２０．９％３，６７８，６６８民 生 費
７．２％１，２７６，２９０衛 生 費
５．３％９３９，２３８農 林 水 産 業 費
０．９％１４８，５７６商 工 費
１５．５％２，７１０，２８７土 木 費
５．７％１，００６，６９８消 防 費
１８．８％３，３１５，４４６教 育 費
１２．１％２，１３０，７９５公 債 費
０．１％１４，６７７そ の 他 ※３
１００％１７，５７０，０００合　 　 　 　 　 計

単位：千円　％：構成比
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■歳　出（性質別）

２４．７％４，３３１，９１５人 件 費
義 務 的
経 費 １０．０％１，７６１，２９７扶 助 費

１２．１％２，１３０，７７５公 債 費
１．８％３１１，９６６補 助普通建設

事 業 費
投資的
経 費 １５．２％２，６７５，２３５単 独

１４．５％２，５４７，４８２物 件 費
１１．９％２，０８６，９４９繰 出 金
９．８％１，７２４，３８１そ の 他 ※４
１００％１７，５７０，０００合　 　 　 　 　 計

単位：千円　％：構成比

■歳　入

３５．４％６，２３７，２２７市 税

自
主
財
源

１．７％２９６，８９０分 担 金 及 び 負 担 金
１．１％１９３，９９３使 用 料 及 び 手 数 料
３．２％５５９，７０９繰 入 金
１．１％２００，０００繰 越 金
２．４％４０８，６２６そ の 他 ※１
３．１％５５１，５００地 方 譲 与 税

依　

存　

財　

源

２．５％４３６，０００地 方 消 費 税 交 付 金
０．０％１，４６７ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
０．９％１５１，９００自 動 車 取 得 税 交 付 金
１．１％１８９，０００地 方 特 例 交 付 金
２０．１％３，５３６，９００地 方 交 付 税
７．８％１，３５６，０８５国 庫 支 出 金
８．８％１，５４９，６０３県 支 出 金
１０．５％１，８５２，１００市 債
０．３％４９，０００そ の 他 ※２
１００％１７，５７０，０００合　　　　　計

単位：千円　％：構成比

【※１】財産収入、寄付金、諸収入
【※２】利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、

交通安全対策特別交付金
【※３】災害復旧費、諸支出金、予備費
【※４】補助費等、維持補修費



８

老人保護措置事業
在宅心身障害者（児）福祉手当支給事業
身体障害者等支援費支給事業
■難病患者等支援事業
■デイサービス等相互利用事業
■知的デイサービス事業
■訪問入浴事業
■特別障害者手当支給事業
在宅介護支援センター運営事業
高齢者の生きがいと健康づくり推進事業
■ひぬま荘利用者助成事業
児童手当支給事業
■児童扶養手当支給事業
敬老事業
各種団体補助事業
福祉バス運営事業

６，４６６万円
６０５万円

３億３，５２６万円
３４万円
４８８万円

３，５４３万円
３００万円

１，４０６万円
３，２５３万円
１，１７２万円
５０万円

２億３，３２８万円
１億３，９１８万円

８１７万円
９，６２６万円
１，９６１万円

学童保育事業
■新生児祝金支給事業
■家庭児童相談事業
■母子自立支援事業
■母子生活支援措置事業
■瓜連保育園改築費補助事業
■生活保護電算システム設置事業
■生活保護扶助費
子育て支援センター事業
母子保健事業
予防接種事業
健康診査事業
医療福祉扶助事業
高額療養費貸付事業
出産費資金貸付事業

６，１３９万円
３１６万円
２０２万円
１９７万円
３９６万円
１，０００万円
２９１万円

３億２，８１２万円
１，６８５万円
９５５万円
５，３３７万円
８，１２１万円

２億４，９５２万円
８００万円
２４０万円
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認定農業者等支援事業
■野菜改革支援事業
■いばらき農業元気アップチャレンジ事業
■新田園空間創造整備事業
■ふれあい農園設置事業
■愛農学習農園設置事業
農地流動化借り手助成事業
水田農業構造改革対策奨励補助事業
■商工会合併環境整備事業

８００万円
５７万円
８０万円
１３万円
１２万円
２０万円
４００万円

２億１，２３０万円
３２０万円

なかひまわりフェスティバル開催事業
■まつり開催補助事業
■観光案内看板等改修事業
■八重桜まつり事業
■白鳥保護事業
農業委員設置事業
那珂川沿岸農業水利事業
土地改良基盤整備事業

１，４２５万円
１７０万円
３５８万円
８５２万円
１７５万円
１，４８５万円
１，３７０万円

１億３，６７２万円
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議会運営費
法律相談事業
表彰事業
広報事業
■地域審議会設置事業
■合併記念誌作成事業

２，４２２万円
９１万円
９４万円

１，１１６万円
４３万円
５０万円

男女共同参画推進事業
■市勢要覧等作成事業
■政治倫理審査会事業
■合併関連選挙システム導入事業
■茨城県知事選挙費

１４３万円
１，５６０万円
９万円
３４１万円
２，２０３万円
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高度情報化推進事業
業務系電算機借上事業
行政評価システム推進事業
■国勢調査費

４，１７９万円
２，９６８万円
９９９万円

２，０５４万円

戸籍事務電算化事業
固定資産税課税台帳整備事業
■固定資産評価システム統合事業

１，３１７万円
１，８９５万円
１，２８１万円

��������	
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【単　　　位】千円以下は四捨五入しています。
【記号の説明】■は新規事業　■は合併特例債事業　●は特別会計事業

平成１７年度予算に関するお問い合わせ
財政課財政係　�２９８－１１１１　内線５２３

予算の概要
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　平成１７年１月２１日に那珂町と瓜連町が合併し、「那珂市」として新たなまちづくりをスタートしまし

た。そのまちづくりの計画となるのが『新市まちづくり計画（新市建設計画）』です。新市の一体性の確

立及び住民の福祉の向上等を図るとともに、新市の均衡ある発展を目指し策定されました。「自然・地

域・ひと・先端科学が融和したまち」を基本目標とし、次の６つの基本方針に基づく事業が展開されて

いきます。計画の期間は、合併年度である平成１６年度及びそれに続く１０か年度を予定しています。

清水洞の上整備事業
資源物回収事業
ごみ啓発等推進事業
大宮地方環境整備組合負担金
家庭系可燃ごみ収集事業
公共施設可燃ごみ処理事業
不法投棄廃棄物撤去事業
聖苑運営事業
防犯事業
民間交通安全指導員設置事業
交通安全推進事業
■防災無線統一事業
■地域防災計画策定事業
■道路改良舗装事業
■菅谷市毛線街路整備事業
■上菅谷停車場線街路整備事業

１２３万円
６２７万円
４５９万円

６億３７７万円
７，８２６万円
７７７万円
５１７万円

４，６８４万円
６７５万円
９５７万円
５７０万円

４，９５７万円
４７３万円

３億５，３８２万円
１億１，２６７万円
１億７，０１９万円

原前杉原線街路整備事業
■■瓜連駅南停車場線街路整備事業
道路維持補修事業
戸多地区地籍調査事業
■都市計画基礎調査事業
■下菅谷地区まちづくり事業
竹の内土地区画整理事業
杉原地区まちづくり事業
上菅谷駅前地区まちづくり事業
■瓜連駅前地区まちづくり事業
浄化槽設置補助事業
常備消防費
■■消防施設整備補助事業
●下水道事業
●農業集落排水整備事業
●上菅谷駅前地区土地区画整理事業

１億１，７３２万円
１億１２９万円
１億２，９９２万円
４，０７８万円
５，３００万円
４，６２５万円
２，０００万円
１億４６４万円
７３５万円
３，７４０万円
４，９０５万円

８億４，１００万円
３，２００万円

２２億９，２００万円
３億９，８００万円
３億３，３００万円

国際交流推進事業
英語指導助手設置事業
ＴＴ非常勤講師配置事業
障害児学習活動支援事業
教育支援センター設置事業
図書室業務活性化事業
■小学校英語活動指導員設置事業
教育用コンピューター整備事業（小学校）

３７９万円
２，１１２万円
１，０９７万円
７１０万円

１，５２７万円
３１７万円
２１０万円

４，０４３万円

教育用コンピューター整備事業（中学校）
■瓜連中学校整備事業
■神崎地区類似公民館改修費補助事業
■幼保一元化推進事業
■青少年健全育成のまち宣言事業
図書館等建設事業
■給食センター改築事業
■友好都市交流事業

２，１４２万円
３１５万円
９２万円
６６万円
７１万円

１４億８，６５５万円
３００万円
１１７万円
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１０

■
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　

平
成　

年
１
月　

日
、
那
珂
町
と
瓜
連

１７

２１

町
が
合
併
し
「
那
珂
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
当
日
は
、「
那
珂
市
開
市
式
」「
那
珂

市
役
所
瓜
連
支
所
開
所
式
」「
合
併
・
市
制

施
行
記
念
式
典
」
及
び
「
合
併
・
市
制
施

行
記
念
祝
賀
会
」
を
滞
り
な
く
開
催
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
記
念
事
業
と
し
て

１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
開
催

２１

２３

し
た
「
か
ま
く
ら
展
示
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
那
珂
市

の
誕
生
を
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

合
併
に
併
せ
て
組
織
の
再
編
を
行
い
ま

し
た
。
市
制
施
行
に
伴
う
福
祉
事
務
所
の

設
置
や
市
民
の
相
談
窓
口
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
の
市
民
相
談
室
の
新
設
な
ど
を

含
め
て
６
部
と
し
た
ほ
か
、
瓜
連
支
所
、

議
会
事
務
局
、
教
育
委
員
会
及
び
消
防
本

部
を
設
け
た
組
織
体
制
と
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

職
員
の
資
質
の
向
上
と
救
急
高
度
化
に

対
応
し
た
人
材
育
成
（
県
立
消
防
学
校
３

け
で
告
示
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

杉
原
地
区
配
水
管
移
設
工
事
（
第
１
工

区
）、
水
管
橋
更
新
工
事
（
福
田
地
内
）、

中
台
地
区
配
水
管
布
設
工
事（
第
２
工
区
）

に
つ
き
ま
し
て
は
竣
工
し
ま
し
た
。
ま

た
、
電
源
立
地
地
域
対
策
補
助
金
事
業
配

水
管
布
設
工
事
、
後
台
浄
水
場
監
視
設
備

工
事
に
つ
い
て
も
完
成
に
向
け
施
工
中
で

す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

国
庫
補
助
事
業
の
平
成　

年
度
堤
地
区

１６

汚
水
管
布
設
（
第
４
工
区
）
工
事
を　

月
１２

に
、
横
堀
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
８
工
区
）

工
事
を
１
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
、
現

在
施
工
中
で
す
。

■
福
祉
事
務
所
の
設
置
に
つ
い
て

　

市
制
施
行
に
伴
い
、
福
祉
事
務
所
を
設

置
し
、
生
活
保
護
関
係
業
務
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
援
助

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
児

童
相
談
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

児
童
相
談
室
を
設
け
て
、
家
庭
に
お
け
る

適
正
な
児
童
養
育
や
相
談
指
導
を
始
め
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
建
物
移
転
補
償
に
つ
い
て

は
、
順
調
に
進
捗
し
、
す
べ
て
の
権
利
者

と
の
契
約
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

区
画
道
路
改
良
工
事
１
２
１ 
m
及
び
造
成

工
事
を
発
注
し
、
年
度
内
完
成
に
向
け
施

工
中
で
す
。

■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て

　

杉
原
東
地
区
の
用
地
取
得
に
つ
い
て

は
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
改
良
工
事
１
５
８ 
m
に
つ
い
て
は
、

年
度
内
完
成
に
向
け
施
工
中
で
す
。

　

杉
原
西
地
区
に
つ
い
て
は
、「
地
区
街

づ
く
り
計
画
」
の
市
へ
の
提
案
に
向
け
て

最
終
確
認
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て

　

下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
５
月
に
条
例
に
基
づ
く

１５

「
地
区
街
づ
く
り
協
議
会
」
が
発
足
し
、
住

民
と
協
働
に
よ
り
意
見
を
集
約
し
平
成　
１６

年
５
月
「
地
区
街
づ
く
り
提
案
」
を
受
け
、

都
市
計
画
法
に
よ
る
「
地
区
計
画
」
と
併

せ
て
「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止
」
の

都
市
計
画
決
定
を
平
成　

年
１
月　

日
付

１７

２０

人
、
病
院
研
修
１
人
）
に
努
め
、
消
防
訓

練
指
導　

回
（
参
加
者
２
、８
３
５
人
）・

１１

普
通
救
命
講
習
会
１
回
（
修
了
者　

人
）

３４

を
行
い
、
初
期
消
火
対
応
と
救
急
法
の
普

及
に
努
め
ま
し
た
。
平
成　

年　

月　

日

１６

１２

２１

か
ら
平
成　

年
２
月　

日
ま
で
の
火
災
出

１７

２２

動
件
数
は
、
６
件
（
建
物
２
件
、
そ
の
他

３
件
、
車
両
１
件
）
救
急
出
動
件
数
は
、

３
５
５
件
（
急
病
１
９
８
件
、
交
通
事
故

　

件
、
そ
の
他　

件
）
で
し
た
。

６８

８９

■
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
停
車
場
線
、
原
前
杉
原
線
及
び

菅
谷
市
毛
線
の
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
菅

谷
停
車
場
線
道
路
改
良
工
事
１
５
０ 
m
、

原
前
杉
原
線
道
路
改
良
工
事
３
０
４ 
m
に

つ
い
て
は
、
年
度
内
完
成
に
向
け
施
工
中

で
す
。

■
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
戸
立
石

地
区
及
び
下
江
戸
上
台
地
区
の
一
筆
地
調

査
を
終
了
し
、
確
定
測
量
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て

市
長
行
政
概
要
報
告

　平成１７年第１回市議会定例会

が、３月７日から２３日までの１７

日間の会期で開催されました。

第１回定例会の市長提出議案

は、条例の一部改正７件、規約

の一部改正５件、予算関係１８件

など合わせて３７件です。審議の

結果、全議案について原案のと

おり可決されました。

第１回

定例会

議 会

行政報告をする小宅那珂市長



広報なか４月号１１

Assem
bly

市長提出議案等（全議案可決）
◆条例の一部改正

市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例／市コミュニティセン
ター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例／
市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例／
市居宅サービス事業及び居宅介護支援事業実施条例の一
部を改正する条例／市公共下水道事業受益者負担金に関
する条例の一部を改正する条例／市税条例の一部を改正
する条例／市危険物規制事務手数料条例の一部を改正す
る条例
◆補正（平成１６年度）予算

市一般会計補正予算（第８号）／市国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第４号）／市老人保健特別会計補正
予算（第４号）／市下水道事業特別会計補正予算（第５号）
／市公園墓地事業特別会計補正予算（第２号）／市農業集
落排水整備事業特別会計補正予算（第４号）／市介護保険
特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）／市上菅谷駅
前地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）
◆新年度（平成１７年度）予算

市一般会計予算／市国民健康保険特別会計（事業勘定）予
算／市老人保健特別会計予算／市下水道事業特別会計予
算／市公園墓地事業特別会計予算／市農業集落排水整備
事業特別会計予算／市介護保険特別会計（保険事業勘定）
予算／市介護サービス事業特別会計予算／市上菅谷駅前
地区土地区画整理事業特別会計予算／市水道事業会計予
算
◆規約の一部改正

茨城県市町村総合事務組合規約の一部改正／那珂地方公
平委員会規約の一部改正／茨城租税債権管理機構規約の
一部改正／水戸地方広域市町村圏事務組合規約の一部改
正／茨城北農業共済事務組合規約の一部改正
◆その他（同意を含む）

市道路線の認定／市道路線の廃止／物品売買契約（図書
館資料購入）の締結／協定書（工事委託契約）の締結／市
教育委員会委員の任命／市固定資産評価審査委員会委員
の選任／市政治倫理審議会委員の委嘱

■
二
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

二
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
は
、
本
年
１

月
に
建
物
が
完
成
し
、
４
月
に
供
用
開
始

と
な
り
ま
す
。

■
図
書
館
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
１

６
年　

月
に
着
工
し
、
平
成　

年
１
月
の

１２

１８

完
成
を
目
指
し
て
、
順
調
に
進
捗
し
て
い

ま
す
。

■
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
に

つ
い
て

　

目
標
配
分
の
方
法
や
助
成
金
が
見
直
さ

れ
る
中
、「
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き

姿
」
の
実
現
に
向
け
た
初
年
度
と
し
て
、

関
係
機
関
一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
特
に
、
生
産
調
整
に
つ
い
て

は
、
大
豆
や
麦
を
主
作
物
と
す
る
転
作
団

地
を
中
心
に
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
転
作
団
地
は
、
旧
那
珂
町
で

　

か
所
１
６
５　

、
旧
瓜
連
町
で
４
か
所

１０

ha

　
　

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成

４１
ha

　

年
度
の
達
成
率
に
つ
い
て
は
、
計
画
書

１６を
提
出
さ
れ
た
な
か
で
は
、
水
稲
作
付
け

実
績
は
両
町
と
も
目
標
達
成
し
ま
し
た
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

２
月
に
清
水
洞
の
上
溜
池
安
全
施
設
設

置
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
酒

出
樋
渡
地
区
排
水
路
整
備
工
事
が
２
月
に

完
了
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い

て

　

２
月
に
、
茨
城
県
へ
鴻
巣
地
区
農
業
集

落
排
水
整
備
事
業
の
採
択
申
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

可決された議案から
○市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例

概要　従来、乳幼児（３才未満）に外来、入院費等の
医療費の支給をしていましたが、この改正により、未
就学児（３歳以上６歳に達する日以後最初の３月３１日
までの間にある者）についても、入院に係る医療費に
ついて給付の延長をすることになりました。

○市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例

概要　ふれあいセンターよこぼりの４月開設に伴い、名
称や位置、使用料についての条文が加わり、当該条例が
改正されました。また、施設内に設置されたクロッケー
場、フットサル場についても使用料等を規定しました。

○市公共下水道事業受益者負担金に関する条例の一部を

改正する条例

概要　新たに、瓜連第４負担区を加え、受益者負担金
の額を１平方メートル当たり５４０円としました。また、
一括納付報奨金については、合併年度は現行のとおりと
し、平成１７年度から報償金の交付率が改正されました。

○市教育委員会委員の選任

○市固定資産評価審査

委員会委員の選任

伊東三代治さん
（中里）

船橋正夫さん
（額田南郷）
○物品売買契約の締結

契約の目的／図書館資料購入
契約の方法／指名競争入札に

よる契約
契約の金額／４２，９４５，０００円
契約の相手方／
水戸市南町３丁目４－５７
（株）紀伊國屋書店　水戸営
業所　所長　柴　康明�林一雄さん

（瓜連）
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■平成１３年４月１日から業務を開始した那珂聖苑にかかる公害の未然防止のため、那珂聖苑周辺

環境整備対策協議会との公害防止協定に基づき、次のとおり調査結果を公表します。 �
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※平成１６年１２月から、合併浄化槽に替わり下水道の使用を開始したため、今後は検査項目から外れます。

測定日：１回目６月４日、２回目９月２１日

２回目結果１回目結果協定基準値項　　　目

２．０mg/ �１．４mg/ �１０mg/ �以下生物化学的酸素要求量（BOD）

■合併処理浄化槽からの排出水（消毒槽の直前）

２回目結果１回目結果協定基準値項　　　目

０．１ppm未満０．３ppm未満１ppm以下ア ン モ ニ ア

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００２ppm以下メチルメルカプタン

０．０１ppm未満０．０１ppm未満０．０２ppm以下硫 化 水 素

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０１ppm以下硫 化 メ チ ル

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下二 酸 化 メ チ ル

０．０００５ppm未満０．０００７ppm未満０．００５ppm以下トリメチルアミン

０．０１ppm未満０．００１ppm未満０．０５ppm以下アセトアルデヒド

０．００４ppm未満０．００１ppm未満０．０５ppm以下プロピオンアルデヒド

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルブチルアルデヒド

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０２ppm以下イソブチルアルデヒド

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルバレルアルデヒド

０．０００５ppm未満０．０００５ppm未満０．００３ppm以下イソバレルアルデヒド

０．０１ppm未満０．０１ppm未満０．９ppm以下イ ソ ブ タ ノ ー ル

０．０３ppm未満０．０１ppm未満３ppm以下酢 酸 エ チ ル

０．０６ppm未満０．０１ppm未満１ppm以下メチルイソブチルケトン

０．１ppm未満０．１ppm未満１０ppm以下ト ル エ ン

０．０５ppm未満０．０５ppm未満０．４ppm以下ス チ レ ン

０．１ppm未満０．１ppm未満１ppm以下キ シ レ ン

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０３ppm以下プ ロ ピ オ ン 酸

０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．００１ppm以下ノ ル マ ル 酪 酸

０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．０００９ppm以下ノ ル マ ル 吉 草 酸

０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．００１ppm以下イ ソ 吉 草 酸

■悪臭（排気筒出口） 測定日：１回目５月１１日、２回目１０月１２日

２回目結果１回目結果協定基準値項　　　目

４７db未満４６db未満５０db以下騒 音

■騒音（敷地境界） 　測定日：１回目５月１１日、２回目１０月１２日

測定日：排気ガス１回目５月１１日、２回目１０月１２日　ダイオキシン８月６日

２回目結果１回目結果協定基準値項　　　目

０．００１g/m3N未満０．００１g/m3N未満０．０１g/m3N以下ば い じ ん

３０ppm未満３０ppm未満３０ppm以下硫 黄 酸 化 物

１５ppm　　１１ppm　　１００ppm以下窒 素 酸 化 物

５０ppm未満５０ppm未満５０ppm以下塩 化 水 素

０．０００１ng-TEQ/m3N０．１ng-TEQ/m3N以下ダ イ オ キ シ ン 類

■排出ガス（排出筒出口）
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市政だより 市政だより 市政だより 

■
健
康
管
理
家
族
調
査
を
実
施

　

旧
瓜
連
町
で
は
、
合
併
に
よ
り
平
成　
１７

年
度
以
降
の
総
合
健
診
（
以
下
健
診
）
の

制
度
が
変
わ
る
た
め
、
平
成　

年　

月
に

１６

１０

旧
瓜
連
町
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
健
診
の

申
し
込
み
を
兼
ね
た
健
康
管
理
家
族
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
調
査

結
果
と
今
後
の
健
診
の
受
診
方
法
等
に
つ

い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
管
理
家
族
調
査
は
、
瓜
連

地
区
で
の
調
査
を
持
っ
て
最
後
と
な
り
ま

す
。
今
後
、
市
の
健
診
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
随
時
、
健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

（
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

内
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
健
康
管
理
家
族
調
査
に
つ
い
て

【
調
査
地
区
】

旧
瓜
連
地
区

【
対
象
者
】

平
成　

年
３
月　

日
の
時
点
で　

歳
以

１８

３１

１６

上
の
か
た
で
瓜
連
地
区
に
お
住
ま
い
の

か
た

【
調
査
期
間
】

平
成　

年　

月　

日
〜　

月　

日

１６

１０

１５

１１

１３

【
調
査
票
配
布
数
】

２
、７
１
９
世
帯

【
調
査
回
収
数
】

　

２
、１
９
６
世
帯
（
回
収
率　

・
８
％
）

８０

【
地
区
別
の
調
査
時
期
】

神
崎
・
平
成　

年
度
／
額
田
・
平
成　

１２

１５

年
度
／
菅
谷
・
平
成　

年
度
／
五
台
・

１４

平
成　

年
度
／
戸
多
・
平
成　

年
度
／

１３

１５

芳
野
・
平
成　

年
度
／
木
崎
・
平
成　

１５

１５

年
度
／
瓜
連
・
平
成　

年
度

１６

■
健
診
の
受
診
方
法

　
「
旧
瓜
連
町
健
康
管
理
家
族
調
査
」
で
、

健
診
を
希
望
す
る
と
答
え
た
か
た
は
、
健

診
に
必
要
な
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
申
し

込
み
が
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
受
診
内
容

等
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
健
康
推
進
課

成
人
保
健
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
希
望

し
な
い
と
答
え
た
か
た
や
未
提
出
の
か
た

に
は
健
診
通
知
は
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
健

診
受
診
の
際
に
は
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
３
月
に
全
戸
配
布
し

た「
平
成　

年
度
健
康
診
査
年
間
日
程
表
」

１７

（
青
色
）
ま
た
は
広
報
な
か
２
月
号
「
健
診

の
お
し
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
瓜
連
地
区
の
今
後
の
健
診
体
制

　

旧
瓜
連
地
区
で
実
施
し
て
い
た
「
住
民

健
診
」
は
、
平
成　

年
度
か
ら
「
総
合
健

１７

診
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

健
診
は
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

で
実
施
し
ま
す
。

■
総
合
健
診
の
日
程

　

健
診
の
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
３
月
に

全
戸
配
布
し
た
「
平
成　

年
度
健
康
診
査

１７

年
間
日
程
表
」（
青
色
）
ま
た
は
広
報
な
か

２
月
号
「
健
診
の
お
し
ら
せ
」
を
、
健
診

内
容
に
つ
い
て
は
、「
市
で
行
う
健
診
内

容
に
つ
い
て
」（
黄
緑
色
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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※職場・病院等で受診するなどの理由で健診を希望しないかた

■平成１６年度瓜連地区健康管理家族調査結果

未　記　入健診を希望しない※健診を希望する

７２４２，７５２２，８３６結核・肺がん検診（胸部レントゲン）

２１９３７２２７５レディース健診

６９１１，２２６９１２子宮がん検診

１，４７７１，４７５１，７７５基本健診

７９７２，１０１１，５２３大腸がん検診

８７２２，１６２１，３８６胃がん検診

３６５８２２４６５前立腺検診

７２０１，５３４９２７肝炎ウイルス検査

健診案内は届きません健診案内が届きます健診通知

健康管理家族調査 

市の健診を希望する。 ・市の健診を希望しない。 
・調査票を提出しない。 

健診の案内は届きません。別 
途お申込みください。 

健診に必要な書類が届きます。 
受診してください。 

受診の約１か月後に健診結果 
が届きます。 

単位：人
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【
市
長
公
室
】

秘
書
課　

主
事　

萩
谷
知
子

【
総
務
部
】

財
政
課　

財
政
係
長　

茅
根
政
雄
／
税
務

課　

収
納
推
進
室
課
長
補
佐（
収
納
・
管
理

担
当
）　

小
林
幸
夫
・
収
納
推
進
室
主
査
兼

収
納
係
長　

塙
栄
二
・
収
納
推
進
室
管
理

係
長　

片
岡
祐
二
・
主
幹　

生
田
目
千
春

【
保
健
福
祉
部
】

介
護
福
祉
課　

主
幹　

郡
司
智
弘
・
主
幹

和
地
静
香
／
社
会
福
祉
課　

課
長
補
佐

（
総
括
）　

平
松
嗣
雄
・
主
査
兼
保
護
係
長

廣
瀬
洋
司
・
菅
谷
保
育
所
主
任
調
理
員　

木
村
光
子
・
額
田
保
育
所
保
育
士　

永
井

裕
美
／
国
保
年
金
課　

副
参
事
兼
課
長
補

佐（
総
括
）　

宮
本
俊
美
／
健
康
推
進
課
保

健
師　

村
山
若
葉

【
経
済
環
境
部
】

経
済
課　

課
長
補
佐（
総
括
）　

和
地
一
行

／
農
村
振
興
課　

課
長
補
佐（
農
村
計
画
担

当
）兼
集
落
排
水
維
持
管
理
係
長　

佐
々
木

恒
行
／
生
活
環
境
課　

主
事　

浅
川
舞
子

【
建
設
部
】

市
街
地
整
備
課　

技
幹　

井
上
百
々
代

【
上
下
水
道
部
】

下
水
道
課　

技
師　

飯
田
健
一

【
教
育
委
員
会
】

学
校
教
育
課　

施
設
係
長　

渡
辺
勝
巳
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
総
務
係
長　

小
林
邦

彦
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員

後
藤
範
子
・
瓜
連
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
員　

佐
藤
美
江
子
・
菅
谷
幼
稚
園
教
諭

兼
菅
谷
東
小
学
校
教
諭　

助
川
淳
子
・
芳

野
幼
稚
園
教
諭　

林
喜
代
美
･
木
崎
幼
稚

園
教
諭　

朝
日
美
和
／
生
涯
学
習
課　

図

書
館
建
設
準
備
室
主
幹　

小
泉
周
司

【
消
防
本
部
】

総
務
課　

参
事
兼
課
長（
消
防
司
令
長
）石

川
孝
次
・
総
務
係
長（
消
防
司
令
補
）寺
門

薫
・
主
幹（
消
防
士
長
）柏
祐
一
・
主
事（
消

防
副
士
長
）鈴
木
秀
樹
／
警
防
課　

課
長

（
消
防
司
令
長
）三
沢
久
晴
・
課
長
補
佐（
消

防
司
令
）飯
村
保
典
・
主
査
兼
警
防
係
長
兼

救
急
救
助
係
長（
消
防
司
令
）増
子
正
行
・

消
防
団
係
長（
消
防
司
令
補
）飛
田
弘
巳
／

通
信
指
令
室　

室
長（
消
防
司
令
長
）大
河

徳
納
・
室
長
補
佐（
消
防
司
令
）千
里
次
雄
・

主
査（
消
防
司
令
）高
畑
健
次《
第
一
指
令
》

主
査
兼
係
長（
消
防
司
令
）飛
田
香
・
主
幹

（
消
防
士
長
）笹
島
均
・
主
事（
消
防
副
士

長
）寺
門
理《
第
二
指
令
》係
長（
消
防
司
令

補
）笹
島
茂
・
主
幹（
消
防
士
長
）宮
崎
仁
知

／
東
消
防
署　

参
事
兼
署
長（
消
防
司
令

長
）澤
幡
祝
行
・
副
参
事
兼
副
署
長（
消
防

司
令
長
）堀
口
昌
司
・
副
署
長（
消
防
司
令
）

萩
野
谷
幸
雄《
第
一
部
》当
直
司
令
代
行

（
消
防
司
令
）野
口
英
雄
・
警
防
係
長（
消
防

司
令
補
）鈴
木
将
浩
・
主
幹（
消
防
士
長
）秋

山
愛
弘
・
主
事（
消
防
副
士
長
）安
省
吾
・
主

事（
消
防
副
士
長
）岡
林
和
豊
・
主
事
補（
消

防
士
）蓮
田
恵
太《
第
二
部
》当
直
司
令
代

行（
消
防
司
令
）海
野
幹
雄
・
主
査
兼
救
急

係
長（
消
防
司
令
）山
田
三
雄
・
主
任（
消
防

司
令
補
）宮
田
好
男
・
主
任（
消
防
司
令
補
）

寺
門
弘
文
・
主
幹（
消
防
士
長
）小
田
倉
力
・

主
幹（
消
防
士
長
）小
林
将
寛
・
主
事（
消
防

副
士
長
）赤
津
明
・
主
事（
消
防
副
士
長
）鴨

志
田
繁
典
／
西
消
防
署　

署
長（
消
防
司

令
長
）古
橋
昭
三
・
副
署
長（
消
防
司
令
）寺

門
久
一《
第
一
部
》当
直
司
令
代
行（
消
防

司
令
）冨
永
行
雄
・
救
助
係
長（
消
防
司
令

補
）堀
江
正
美
・
救
急
係
長（
消
防
司
令
補
）

小
薗
井
司
・
主
幹（
消
防
士
長
）菱
沼
孝
行
・

主
幹（
消
防
士
長
）森
田
伸
一
・
主
事（
消
防

副
士
長
）小
野
瀬
裕
治《
第
二
部
》当
直
司

令
代
行
兼
警
防
係
長（
消
防
司
令
補
）和
田

一
雄
・
総
務
係
長（
消
防
司
令
補
）小
田
部

茂
生
・
予
防
係
長（
消
防
司
令
補
）鈴
木
幸

一
・
主
幹（
消
防
士
長
）樫
村
重
樹
・
主
事
補

（
消
防
士
）平
根
将
人

◆
新
規
採
用

消
防
本
部（
総
務
課
付
け
）　

消
防
士　

永

井
孝
裕
・
消
防
士　

仲
田
義
成
・
消
防
士　

小
室
和
人
・
消
防
士　

石
河
祐
介
・
消
防
士

竹
之
内
政
彰

◆
退
職
者（
３
月　

日
付
け
）

３１

大
薗
弘
夫（
消
防
本
部
消
防
次
長
兼
東
消

防
署
長
）／
石
川
邦
男（
消
防
本
部
西
消
防

署
長
）／
加
藤
洋
子（
生
涯
学
習
課
主
任
）

／
川
崎
純
子（
木
崎
幼
稚
園
長
）／
星
広
美

（
歴
史
民
俗
資
料
館
副
参
事
兼
館
長
）／
飯

塚
照
雄（
経
済
環
境
部
経
済
課
課
長
補
佐

（
総
括
））／
桐
原
誠（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
査
兼
総
務
係
長
）／
山
田
ふ
み
子（
建
設

部
用
地
管
理
課
主
任
）／
藤
咲
弘
光（
学
校

教
育
課
技
査
兼
施
設
係
長
）／
加
藤
文
江

（
瓜
連
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）／
菊

池
啓
子（
瓜
連
支
所
庶
務
課
係
長（
健
康
担

当
））
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４
月
１
日
付
け
市
職
員
の
定
期
人
事

異
動
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
総
数
は
、

　

人
で
、
部
長
級
３
人
、
課
長
級
７
人
、

８９課
長
補
佐
級　

人
、
係
長
級　

人
、
そ

１０

２５

の
他
役
付
職
以
外
が　

人
で
す
。
ま

４４

た
、
３
月　

日
付
け
で　

人
が
退
職

３１

１１

し
、
４
月
１
日
付
け
で
５
人
が
新
規
採

用
と
な
り
ま
し
た
。

退職者のみなさん（市役所庁舎前で）
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■携帯電話やパソコンなどで…

　インターネット中にサイトのボタンや画像などをク
リックするといきなり「登録ありがとうございます」
などと表示されて料金を請求されるという被害が増加
しています。その際に、
○携帯電話では、　個体識別番号・携帯電話会社名・

機種名・所在地情報・メールアドレス　など

○パソコンでは、ＩＰアドレス・接続プロバイダ名・

パソコン個有識別番号・使用しているパソコン・ブ

ラウザ　など

などが、「登録」と称し画面に表示されます。
※インターネットのシステムにより上記のようなこと
が起こり得ます。しかし、情報が表示（あるいは相
手方に把握）されても、住所・氏名など重要な個人
情報が漏れるわけではないので過度に不安になる必
要はありません。逆に不安に駆られ業者に連絡をし
てしまうことは絶対してはいけません。余計な情報
を漏らしてしまいます。

■アクセスしてしまったら…

１　利用規約が無い場合は無視をする。契約が成立し
ていないことになります。
２　利用規約がある場合はよく確認する。「同意」して
しまうと支払い義務が発生するおそれがあります。
業者に連絡をする前に専門機関に相談しましょう。
３　記録を残す。できる限りの情報、サイト名、アド
レス、画面、利用規約などをデータで保存（画面保
存または印刷）しましょう。トラブル時の重要な資
料です。

■料金を請求されたら…

１　支払いをすぐにしない。至急専門機関に相談する。
２　悪質（恐喝など）な請求や料金を支払ってしまっ
たら、警察に相談する。

■被害にあわないために…

１　一方的に送信されてきた勧誘メールのアドレスに
アクセスしない。
２　出会い系やアダルトサイトなど興味本位で気軽に
アクセスしない。

【その他のお問い合わせ機関】

茨城県消費生活センター　　　　�２２５－６４４５

茨城県警察ハイテク犯罪対策室　�３０１－８１０９

http://www.pref.ibaraki.jp/kenkei/hightec/hitech_fr.htm

地球温暖化防止　言うは易し、行なうは… クリックしただけで、料金請求するサイト
（個体識別番号を取得しました!?）

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

2

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

ミニ ミニ 

2環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

　１９９７年、京都で開かれた温暖化防止の国際会議で採
択された国際的な約束のことです。日本は、２００２年６
月に京都議定書を締結しました。
　この議定書は、５５か国以上の締結、しかも締結国の
CO２排出量の合計が全世界の排出量の５５％以上になら
ないと効力を発生しません。昨年１１月にロシアが京都
議定書を批准したことで、ようやくスタートラインに
立つことになりました。

��������	
 「京都議定書」

●温暖化ガスは減少しているの？

　地球温暖化防止のために、国際的取組みとして「京都

議定書」が採択され、我が国でも国民、事業者、地方公
共団体、国等が対策に取り組んでいることはみなさんも
既にご存知と思います。しかし、２００３年の温暖化ガス排
出量は８％も増加しており、「京都議定書」で約束した
６％の削減は達成困難と判断され、本年３月下旬に政府
がまとめる京都議定書目標数値は引き上げることになっ
てしまいました。　　　

●温暖化ガスの増加の原因は？

　原因は、一般家庭などの民生部門、運送業等の運輸部
門のCO２を含む温暖化ガスの大幅な増加にあると言われ
ています。「美しい地球の環境を、未来へ引き継ぐため
の地球温暖化防止も重要だけど、現在の便利で快適な生
活も捨てがたい」と言ったところでしょうか。でも、
ちょっと考えてください。CO２が増加しているのは私た
ちの日常生活に関連するものからなのです。ですから、
もう少し地球環境を考えて生活すれば温暖化ガスの排出
は抑制できるのです。
　ところで、市でも「地球温暖化防止実行計画」を策定
し、行政事務から排出される温暖化ガスの抑制に取り組
んでいます。たとえば、電気使用量の削減、自動車等に
よる排出量の削減、その他エネルギー消費効率の高い設
備への代替など、行政サービスを低下させないようにし
ながら温暖化防止の推進を行っているところです。この
結果は、「広報なか」で公表しています。本当に「言うは
易し、行なうは難し」が地球温暖化防止なのです。

��������	
��

○マイバックで買い物をしましょう！

○いらない包み紙やレジ袋は断りましょう！
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　本米崎小学校の３、４年生が２月
９日、市内近郊に住む外国人のかた
を講師に招いて外国料理体験で国際
交流を行いました。講師は、ロシア
出身のカリーニナ・マルガリータさ
んとラプツェヴァ・レアナさんです。
この日一緒に作ったのは「そばの
カーシャ」。ロシアで人気のそばの
実を使ったもので、講師と楽しく料
理をすることができました。

���������	
�
本米崎小学校、五台小学校で国際理解の授業

　５月に開講した「いきいき大学」
の全課程を修了した受講生２２人に対
し３月１６日、いきいき大学学長（小
宅市長）から修了証が手渡されまし
た。この大学は、生涯学習の一環と
して高齢者のいきがいづくりや仲間
づくりを目的に開催されているもの
で、今期で５回を数えます。閉講式
に当たり、学級長を勤めた赤塚満夫
さんから「多岐にわたる分野につい
て学んだ成果を日々の生活に活か
し、輝いた人生にしようと思いま
す」と謝辞が述べられました。

���������
平成１６年度いきいき大学閉講式

　温かい思いやりのある行動やボラ
ンティア活動、地域の清掃活動など
を行った小中学生を表彰する善行青
少年表彰式が２月２６日、市中央公民
館で開かれました。青少年育成那珂
市民会議が青少年の健全育成を目的
に毎年行っているもので、市内の小
中学校から３０人が表彰されました。
表彰者は次のとおりです。（敬称略・
学年は前年度のものです）
【温かい思いやりのある行動】
津賀駿（額田小２年）　関根衿奈（五
台小２年）　上村大翼（五台小２年）
川嶋晃太（五台小２年）　大澤卓真
（戸多小３年）　檜山修也（戸多小３
年）　海野真来（芳野小６年）　古田
土渉（芳野小６年）　�野和希（芳野
小６年）　岩下愛莉（那珂一中１年）
鈴木綾香（那珂一中１年）　木村光

��������	
��
平成１６年度善行青少年表彰式

（那珂一中２年）　小峯勇太（那珂一
中２年）　吉原亮平（那珂一中３年）
�橋知也（那珂一中３年）　海野沙織
（那珂三中１年）　和地沙耶佳（那珂
三中１年）　川口隼矢（那珂四中１
年）　�野悟（那珂四中１年）　大和
田希実（那珂四中３年）

【地域社会をきれいにする行動】
美山大城（戸多小４年）　美山友紀
（戸多小２年）　林竜雅（戸多小３年）
秋山卓也（戸多小５年）　会沢美穂
（芳野小６年）　�畑祐里絵（芳野小
６年）　津田美鈴（芳野小５年）　山
崎鈴歩（芳野小５年）　田口海希（芳
野小６年）
【施設を訪問し奉仕活動をする行動】
戸�絵美麻（那珂三中３年）

　また、五台小学校でも４年生が
「外国語になれよう」というテーマの
もと昔話「ももたろう」の外国語劇
に挑戦。講師は、中野スパニーさん
（タイ出身）、市野沢ゆかりさん（フィ
リピン出身）、パーコフィー・エイキ
ンスさん（ガーナ出身）が担当しま
した。それぞれの国の言葉を講師と
いっしょに練習し、３月１日の授業参
観で父兄を前に元気に発表しました。
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　不審者による凶悪事件が多発している状況を受け３
月２日、市教育委員会と那珂警察署の共催により、不
審者対応訓練が菅谷小学校で行われました。訓練に
は、市内各小中学校から２７人の教職員が参加。教室、
職員室、昇降口の各所で不審者が侵入したという想定
で実施されました。教室の訓練では、教師が 刺  股 を構

さす また

えて不審者役の那珂署員に向かい合い、攻防を展開。
「子供を避難させることが第一。犯人を無理に捕まえ
ようとする必要ない」とアドバイスを受けました。今
後も危機管理のため研修を続けていく予定です。

��������	
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菅谷小で市内の教師が危機管理の実践訓練

　３月１５日、秋葉一二さん（鴻巣）は、平成１６年度全
国そば生産優良地区表彰事業において、日本蕎麦協会
長賞を受賞しました。認定農業者である秋葉さんは、
「常陸秋そば」栽培に精力的に取り組み、品質向上に
努め、他の模範となる実績を上げています。さらに、
第４８回県稲作共進会「ゆめひたち」（茨城県の独自育成
品種）の部でも最優秀賞を受賞するなど、穀物の安定
生産や品質の向上、生産コストの低減を実践していま
す。また、市内では赤井裕治さん（戸）も県稲作共進
会奨励賞を受賞しました。

��������	
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平成１６年度全国そば生産優良地区表彰

　菅谷地区の高齢者を集めた交通・
防犯大会が３月１１日、市総合保健福
祉センターひだまりで開かれました。
約２００人が参加し、那珂警察署員から
交通事故を防ぐ基本ルールや振り込
め詐欺などの対処方法を学びました。
道路横断の危険性や加害者としての
自動車事故が増えているなどの交通
事故の概況に、参加者は真剣に聞き
入っていました。また、振り込め詐
欺防止の寸劇を署員が実演。不審に
感じたら周囲に相談することなどア
ドバイスを行いました。

���������
菅谷で高齢者交通・防犯大会

　雛人形展が２月１１日から３月１３日
まで、市歴史民俗資料館で開催され
ました。会場には、資料館所蔵のほ
か市民のみなさまからお借りした雛
人形約２０点が展示され、多くのかた
でにぎわいました。人形はどれも趣
向を凝らした色鮮やかな衣装に飾ら
れたものばかり。明治時代から現代
までの雛人形が一堂に並ぶこの展示
会では、時代の移り変わりとともに
変化していく人形の表情や衣装を見
ることができ、訪れたかたから好評
を博していました。

��������	
�
資料館で雛人形展を開催

　１月６日に逝去された鹿島泰さん
（田崎）が旭日単光章を受章され、小
宅市長は３月１日、遺族に対し伝達
を行いました。
　鹿島泰さんは、昭和５１年に町議会
議員に当選し、以後３期１２年にわた
り地方自治の振興と住民福祉の向上
に多大な貢献をされました。議員在
任中は、バードラインの愛称で親し
まれている大規模農道の完成に、ま
た、町農業委員としては、農業後継
者の育成や優良農地の保全などに尽
力されました。

��������
鹿島泰さんが旭日単光章を受章
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　３歳到達までの期間実施されている
乳幼児医療福祉費制度が、平成１７年４
月から、小学校に入学するまでの期
間、次のとおり延長されることになり
ました。申請をご希望される場合は、
３歳到達までの医療福祉費制度と同様
の所得の制限があるため、必ず事前に
お問い合わせください。
拡大対象者／３歳到達後（現行の乳幼
児医療福祉費制度の終了後）から小学
校に入学するまで（６歳到達後の最初
の年度末まで）の幼児
支給内容／

平成１７年４月以降に入院した際の保険
適用の医療費及び食事代を全額支給
※後日口座振替で返金します。
申請に必要なもの／

・医療機関発行の領収書
・振込希望金融機関の通帳
　（郵便局を除く）
・印鑑

問い合わせ／市国保年金課医療福祉係

�２９８－１１１１　内線１４２

　厚生労働省で毎年実施している人口
動態調査は、出生・死亡・死産・婚姻
及び離婚の各届書をもとに、出生や死
亡の状況などを調べるものです。
　今回は、各届出をする際に職業・産
業の記入をお願いしています。調査結
果は、保健福祉向上のための統計資料
として活用します。ご協力お願いしま
す。
調査期間／平成１７年４月１日～平成１８
年３月３１日までの１年間
調査対象／

出生届・死亡届・死産届・婚姻届及び
離婚届の届出をするかた
調査方法／

各届出をする市区町村役場の窓口で
「出生届・死亡届・死産届・婚姻届・
離婚届をされる方にお願い（職業・産
業例示表）」をお渡しします。参考のう
え、それぞれの職業（専門・技術職、
事務職、サービス職など）を記入して
ください。　また、死亡届には、産業
（農業、建築業、不動産業など）も併
せて記入してください。

問い合わせ／茨城県厚生総務課

�３０１－３１２４

　茨城県では、女性リーダーの人材育
成を図るために女性の海外派遣を行な
います。
研修先／オランダ・スウェーデン・フ
ランス（予定）
研修内容／

・男女共同参画・環境・福祉・教育
に関する視察

・ホームステイ
・まちづくりなどを視察する自主企
画研究

派遣期間／

９月２１日（水）～１０月１日（土）
※このほか、３回の事前研修と１回の
　事後研修（いずれも１泊２日）を予定
参加費／２６万円程度（県：２分の１、
本人：２分の１負担）
応募資格／５年以上県内に居住してい
る３０歳以上５５歳未満の女性
応募方法／市役所窓口に申込書が置い
てあります。申込書等関係書類を市役
所男女共同参画市民交流室男女共同参
画係へ提出してください。
募集期間／

４月２０日（水）～５月１８日（水）
問い合わせ／茨城県女性青少年課

�３０１－２１７８

� 人の動き �

那珂市の人口（３月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９８６人　　（－２６）
　女　　　２８，７１２人　　（－１４）
　計　　　５６，６９８人　　（－４０）
世帯数　　１９，４６３世帯　（＋３）

人口動態職業・産業調査に
ご協力ください

ハーモニーフライト２００５
参加者を募集します

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

２月１５日～３月１４日（敬称略）

匿名 ５，０００円
匿名 ２，０００円
野木利三郎 １０，０００円
福田勝男 ２，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

��������	��

� � � � � � � �

乳幼児医療福祉費制度が
拡大されます

� 今月の納税  �

●固定資産税・都市計画税１期

●介護保険料１期

納期限：５月２日

■税標語　

関東信越国税局長賞　佳作
「目指そうよ　住みよい社会
税金で」
那珂一中３年　藤咲智也さん

　国民年金には、保険料を一括して納めることができる前納制度がありま
す。保険料を前納すると、毎月納める手間を省けるとともに、納め忘れも防
ぐことができ保険料額も割引きされます。

国民年金保険料は 問い合わせ／市国保年金課国民年金係
�２９８－１１１１　内線１４２

●前納した場合　　　　１６０，０７０円（２，８９０円の割引）
○月々納めた場合
　１３，５８０円／月×１２か月＝１６２，９６０円
○前納する場合の納期限　→　平成１７年５月２日

●前納した場合　　　　８０，８２０円（６６０円の割引）
○月々納めた場合
　１３，５８０円／月×６か月＝８１，４８０円
○前納する場合の納期限　→　上期　平成１７年５月２日
　　　　　　　　　　　　　　下期　平成１７年１０月３１日

１年間
前納

６か月
前納

��������

�������
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回）を発行し
ています。このコーナーでは一部
を掲載していますが、「おしらせ
版」も併せてご覧ください。

１日　塙内科消化器科 （後台）
�２９５－２１１０

３日　那珂クリニック （中台）
�２９８－９８００

４日　小野瀬医院  （後台）
�２９５－２２２１

５日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

８日　かぼちゃクリニック（横堀）
�３５２－１１０７

１５日　ルリア記念クリニック
（中里）

 �２９６－３３３３

２２日　なかむら小児科 （後台）
�２９８－２９９２

２９日　はなわ内科クリニック
（額田南郷）

 �２９８－２５２６

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、県メディカルセ
ンターへお問い合わせください。

�２４１－４１９９

日時／５月１０日（火）　１３：００～１７：００
　　　５月２４日（火）　１３：００～１６：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士　
※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１８

　 瓜連支所では４月から試行的に、毎
週木曜日の窓口の開庁時間を午後７時
３０分まで延長します。どうぞご利用く
ださい。
試行期間／４月～９月の６か月間
延長日／毎週木曜日（祝日を除く）
延長時間／１９：３０まで
延長業務を行う課／

市民窓口課、環境福祉課
取り扱いできない事務／

�現金支払いについては、取り扱い
ができません。
�国、県、他の市町村等に確認が必
要な届出等に ついては、即日処理
ができない場合があります。
�来庁者に対する窓口サービス以外
の事務は、延長時間内には取り扱
いができません。

※上記の取り扱いできない事務のほ
かについても、事務の内容によっ
ては支所で処理ができない場合が
あります。ご不明な点がありまし
たら、あらかじめ担当課へお問い
合わせください。

問い合わせ／市民窓口課（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８１８４、

市環境福祉課（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８１７９

日時／５月１１日（水）、１８日（水）、２５日
（水）　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」　内）　�２９８－８８８１

　市水道課では、市民のみなさまに水
道水を安心してお使いいただくため
に、平成１７年度那珂市水道水質検査計
画を策定しました。検査計画を公表し
ますので、希望するかたは閲覧してく
ださい。
閲覧開始日／

４月１日（金）から　８：３０～１７：００
※土・日曜日、祝日は除く

閲覧場所／市水道課（瓜連支所）
問い合わせ／

市水道課浄配水係（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８３６５

　「日本のさくら名所１００選」に選ばれ
た静峰ふるさと公園では、まもなく桜
の季節を迎えます。
　市民のみなさまにも春を満喫してい
ただくため、八重桜まつりを次の日程
で開催いたします。また、４月２４日
（日）と２９日（金）の２日間、イベントを
予定していますのでご来園をお待ちし
ています。
期間／４月１０日（日）～３０日（土）

９：００～１７：００
○夜桜期間及び時間

４月２１日（木）～３０日（土）
９：００～２１：００

場所／静峰ふるさと公園
那珂市静１７２０－１
問い合わせ／市経済課商工観光室 

�２９８－１１１１　内線２３８

法律相談のおしらせ

心配ごと相談

瓜連支所窓口延長のおしらせ

静峰ふるさと公園
「八重桜まつり」を開催します

��������
那珂市水道水質検査計画の
閲覧について
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　例年、春先の空気が乾燥する中、タバコのポイ捨てや農作業などの火入
れ等を原因とする林野火災が全国各地で発生しています。
　これから本格的な春の行楽シーズンを迎えるにあたり、過去の大規模な
林野火災もこの時期に集中していることから、次のことに注意し、林野火
災発生の防止にご協力をお願いします。

問い合わせ／市消防本部警防課
�２９５－２１１１

�������

���������	�




２０

Book
■市中央公民館から新着図書のご案内

��������
「女の人って、いつも傷を抱えて
いるようなもんじゃないの、ここ
に」こころの傷口にウオッカを吹
きかけて痛みを確かめる、永遠子
４０歳の恋愛遍歴。魅力の長編小
説。
大道珠貴／講談社

������� ���

�������
デビュー以来、枠にとらわれない
問題作を発表し、周囲の 軋  轢 と闘

あつ れき

い続けてきた作家の１０年間の軌
跡。
桐野夏生／文藝春秋

����
恋を読む、恋に酔う。甘くせつな
い痛みが胸に広がるひそやかな時
間。５人の名手による、心うるお
う極上の物語。
川上弘美／新潮社

耳を澄ませば、すぐ近くに聞こえ
てくる、小鳥たちのさえずり、住
人たちの笑いと息づかい。物語の
魔法使い、いしいしんじが魅惑的
に語り進める、短編小説の楽しさ
がぎゅっと詰まった珠玉の一冊。
いしいしんじ／角川書店

「レエ　オグロアラダ　ロゴ・・」
ホラー作家の道尾が白峠村の河原
で耳にした無気味な声。その言葉
の真の意味に気づいた道尾は「霊
現象探求所」の真備を訪れた。そ
こで見たものは。
道尾秀介／幻冬舎

����
気風が良くて器量好し。みんなか
ら愛されるつばきが一膳飯屋「だ
いこん」を舞台に繰り広げる、人
情たっぷりの細腕繁盛記。
山本一力／光文社

■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������

���������	
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【一般図書】●「末世炎上」諸田玲子／講談社●「スノードーム」アレックス・
シアラー／求竜堂●「ピーコとサワコ」ピーコ・阿川佐和子／文藝春秋●
「ユージニア」恩田陸／角川書店●「約束の河」堂場瞬一／中央公論新社●
「九月が永遠に続けば」沼田まほかる／新潮社●「エリカ」小池真理子／新
潮社
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■材料　４人分

　生イカ ……………………… ２ハイ　　　
　豚ひき肉 …………………… １５０ｇ　　　
　玉ねぎ（みじん切り） …… ８０ｇ　　　　
　レンコン（みじん切り） … ３０ｇ　　　　
　人参（みじん切り） ……… ３０ｇ　　　　
　しいたけ（みじん切り） … ３０ｇ　　　　
　チーズ（さいの目切り） … ５０ｇ　　　　
　砂糖、みりん …………… 大３　　　　
　しょう油、酒 …………… ９０cc　　　　
　だし汁 …………………… ２カップ　　

■作り方

①イカの内臓を出して水洗いします。
②豚ひき肉の中にＡと塩、コショウを入
れ、よく混ぜます。
③イカの胴の中に②を詰めて楊枝で止めま
す。
④圧力なべの中にＢの調味料を入れ、煮
立ったところに③のイカを入れます。高
圧の状態にして圧がかかったら、火を弱
にして５分炊きます。
⑤火を止めて１０分くらい放置します。
⑥ふたを外して少し煮詰めます。
⑦冷めてから輪切りにして皿に盛り、煮汁
をかけます。

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�������

■イカは低脂肪で高タンパク。中に入れる
具にはビタミン類や食物繊維、カロチ
ン、カルシウムと盛り沢山です。現代人
の偏りがちな食生活にお勧めします。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会瓜連支部

鹿島

樫村はるみさん
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第 ３ 回 

罪
事
件
や
不
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者
に
よ
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各
地
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発
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中
、
自
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の

地
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防
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ま
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東

組
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南
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す
。

　
「
日
時
を
指
定
し
て
行
う
方
法

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
の

負
担
が
大
き
く
長
続
き
し
な
い
。

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
こ
う
と
考
え
た
」
と
話
す

同
会
長
の
谷
島
貞
男
さ
ん
。
活
動

日
な
ど
の
取
り
決
め
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
パ
ト

ロ
ー
ル
」
と
書
か
れ
た
緑
色
の
帽

子
と
タ
ス
キ
を
身
に
つ
け
て
、
犬

と
散
歩
を
し
な
が
ら
周
囲
へ
注
意

を
払
い
ま
す
。
順
路
も
人
そ
れ
ぞ

れ
。
あ
え
て
人
目
の
届
か
な
い
暗

い
道
を
選
ぶ
会
員
も
多
い
と
の
こ

と
。
そ
の
自
由
さ
が
か
え
っ
て
、

地
区
内
を
満
遍
な
く
巡
回
で
き
、

ど
の
時
間
帯
に
も
常
に
誰
か
は
パ

�����
��������	
��

平野台団地で犬の散歩に併せての防犯パトロールが始まる

ワンサンパトロール／平野

犯

父・秀明さん　母・由紀子さん
４月５日生まれ（菅谷）

父・利至さん　母・昭子さん
４月４日生まれ（菅谷）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・晃さん　母・千代美さん
４月５日生まれ（額田南郷）

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
い
う
状
態

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
朝
の
小
中

学
生
の
通
学
時
間
帯
は
も
ち
ろ

ん
、
留
守
宅
を
狙
っ
た
空
き
巣
被

害
が
多
発
す
る
日
中
の
時
間
帯
、

人
通
り
が
少
な
く
な
る
夜
間
に

も
、
団
地
内
で
は
誰
か
し
ら
が
犬

を
連
れ
、
地
域
の
安
全
に
目
を

配
っ
て
い
ま
す
。
犯
行
前
に
現
場

の
下
見
が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ

る
空
き
巣
被
害
。「
帽
子
に
タ
ス

キ
と
い
う
目
立
つ
格
好
で
散
歩
す

る
人
が
多
い
地
区
で
は
、
悪
い
こ

と
も
難
し
い
は
ず
。
あ
の
地
区
は

や
り
づ
ら
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が

大
切
」
と
笑
う
谷
島
さ
ん
。
活
動

の
噂
は
広
が
り
、
会
員
は
現
在　
５０

人
。
他
の
地
区
か
ら
も
、
参
考
に

し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
多
数

来
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
同
士
が
す
れ
違
う
と

き
は
「
ご
苦
労
様
」
と
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
。
時
に
は
登
下
校
途
中
の

小
中
学
生
に
「
お
疲
れ
様
で
す
」

と
元
気
な
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

も
。
そ
れ
が
一
番
嬉
し
い
と
目
を

細
め
る
会
員
の
み
な
さ
ん
。「
何

よ
り
も
環
境
つ
く
り
が
大
切
。
パ

ト
ロ
ー
ル
で
目
を
光
ら
せ
る
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
こ
こ
に
暮
ら
す

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
す
る
こ
と
が
最
も
効
果

的
な
防
犯
対
策
だ
と
思
い
ま
す
」。

い
つ
ま
で
も

か
わ
い
い
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ね

誰
に
で
も
好
か
れ
る

明
る
く
元
気
な
子
に
な
っ
て
ね
！

私
た
ち
の
天
使
で
す

優
し
く
て
強
い
子
に
な
っ
て
ね

��������� ���
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こう せい

団地内を愛犬と散歩する会員のみなさん
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わ
た
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
那
須

町
は
、
福
島
県
白
河
市
と
接
す
る

栃
木
県
の
最
北
端
に
位
置
す
る
自

然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

周
囲
を
見
渡
す
と
那
須
連
山
の

主
峰
で
あ
る
茶
臼
岳
が
そ
び
え
、

今
な
お
噴
煙
を
吐
き
続
け
て
い
ま

す
。
昔
の
か
た
は
、
噴
煙
の
傾
き

具
合
で
天
気
の
予
想
を
し
て
い
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

気
候
は
こ
ち
ら
よ
り
は
幾
分
厳

し
く
、
積
雪
は　

セ
ン
チ
を
超

４０

え
、
３
月
末
で
も
山
に
積
も
っ
た

雪
が
強
風
で
わ
た
し
の
住
む
集
落

ま
で
吹
き
降
ろ
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
那
須
町
は
、
国
立
公
園

「
那
須
温
泉
郷
」や
最
近
は
ス
キ
ー

場
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
か

た
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
育
っ
た
地
区
で
は
、

小
正
月
の
１
月　

日
に
子
供
た
ち

１４

が
集
ま
り
、「
と
き
の
こ
え
」
と

い
う
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
行
事
は
、
地
域
に
よ
っ

て
は
「
ど
ん
ど
焼
き
」
あ
る
い
は

「
鳥
追
い
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
正
月

飾
り
な
ど
を
田
ん
ぼ
で
燃
や
し

冬
晴
や
一
直
線
に
畝
切
ら
る　
　
　
　
　
　

宇
佐
美　

和　

子

水
蹴
っ
て
翔
つ
白
鳥
の
意
気
揃
ふ          　

雨　

宮　

文　

枝

雲
垂
れ
て
動
か
ぬ
天
や
寒
の
入
り　
　
　
　

大　

森　
　
　

滿

繭
団
子
豊
作
祈
願
老
農
夫　
　
　
　
　
　
　

海　

後　
　
　

甫

す
べ
り
落
つ
雪
ど
か
ど
か
と
地
を
た
た
く　

高　

野　

祝　

子

大
空
を
ひ
と
り
占
め
し
て
奴
凧　
　
　
　
　

飯　

島　

京　

子

母
の
里
高
き
生
垣
藪
椿　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

玉　

江

春
光
や
川
瀬
の
魚
の
腹
光
り　
　
　
　
　
　

藤　

岡　

み
ち
子

鳶
悠
々
港
は
せ
わ
し
年
の
市　
　
　
　
　
　

筒　

井　

か
よ
子

裸
木
に
ゆ
る
が
ぬ
空
の
碧
さ
か
な　
　
　
　

浅　

野　

と
し
子

初
釜
の
嫁
に
つ
け
や
る
髪
飾
り　
　
　
　
　

會　

澤　

ち
い
子

鰤
大
根
煮
上
げ
て
夫
に
供
へ
け
り　
　
　
　

袴　

塚　

和　

子

蹲
踞
の
水
音
静
か
梅
に
ほ
ふ　
　
　
　
　
　

溝　

井　

章　

恵

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

�
汁
の
香
厨
一
ぱ
い
に
広
が
り
て
七
十
路
半
ば
の
今
朝
も
健
や
か 

井　

坂　

光　

位

鳴
く
犬
に
せ
か
さ
れ
夫
は
出
で
ゆ
き
ぬ
氷
点
の
朝
を
丸
く
着
膨
れ 

上　

田　

は
る
み

九
十
六
本
の
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
に
ほ
ろ
り
と
す
わ
が
誕
生
日
う
か
ら
ら
集
い 

大
曽
根　

イ　

チ

 
東  
風 
待
た
ず
今
年
の
梅
花
咲
き
出
で
ぬ
春
を
告
ぐ
る
に 
旧  
友 
は
今
亡
く 

関　

谷　

亀　

寿

こ 

ち 

と 

も

合
併
に
支
所
と
な
り
た
る
旧
庁
舎
窓
の
灯
り
の
少
な
く
暮
れ
る 

中　

崎　
　
　

緑

故
郷
に
地
震
見
舞
の
電
話
し
て「
無
事
あ
り
が
と
う
」の
声
う
れ
し
か
り 

水　

書　

恵　

子

雪
や
み
て
軽
く
な
り
た
る
羽
搏
き
を
明
る
き
西
に
向
け
る
椋
鳥 

中
井
川　

胤　

文

【短　歌】白鳥短歌会

て
、
田
畑
を
荒
ら
す
害
鳥
や
害
虫

を
追
い
払
い
、
そ
の
年
の
豊
作
と

家
族
の
息
災
を
祈
る
も
の
で
す
。

と
ん
ぼ
団
子
（
木
の
枝
に
刺
し
て

戸
口
に
飾
っ
た
団
子
）
や
正
月
飾

り
を
一
軒
一
軒
集
め
て
回
り
、
心

づ
け
を
い
た
だ
い
て
お
菓
子
を

買
っ
て
食
べ
た
こ
と
、
み
ん
な
で

鳥
を
追
い
払
う
歌
を
歌
っ
た
こ

と
、
竹
に
刺
し
て
焼
い
た
餅
や
、

醤
油
汁
を
食
べ
た
り
し
た
こ
と

は
、
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
今
で

も
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

那
須
町
は
、
比
較
的
近
い
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
今
も
年
に
数
回
は

帰
省
し
ま
す
。
実
家
に
戻
る
と
誰

か
し
ら
近
所
の
人
が
訪
ね
て
き

て
、
地
域
の
人
と
人
と
の
親
密

さ
、
温
か
み
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
す
。
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鴨川トシ子さん／横堀

■ふるさと一口メモ
北西部には、茶臼岳（標高
１９１５ｍ）がそびえ、その南
斜面には豊富な温泉を有す
る那須高原温泉郷があり、
観光地として広く親しまれ
ています。また、山麓地帯
には、別荘地が、そして高
原地帯には傾斜地を利用し
た酪農地帯が広がっていま
す。人口約２７，０００人。

栃木県

那須町

▲




